
１２４ 昭和時代 日中戦争２ 
          (平沼･阿部･米内･近衛Ⅱ) 

＜ 平沼騏一郎 内閣＞(挙国一致内閣)   

  大審院長経験者。不人気。 

 統制経済の強化 

 ･ 米穀配給統制法  

 ･ 国民徴用令  (国家総動員法に基づく) 

  

 ･軍部の要求でドイツと三国同盟交渉 

 →米国、日本に対して 

   日米通商航海条約 の破棄を通告  

  

 1939 ノモンハン事件  

 

 

 1939  独ソ不可侵条約  の衝撃 

 

 →欧州情勢は複雑怪奇と声明して総辞職 

  

＜ 阿部信行 内閣＞(挙国一致内閣)   

 1939 第二次世界大戦   勃発  

 →日中戦争中であり、大戦不介入声明。 

 ･ 価格等統制令 (国家総動員法に基づく) 

 

＜ 米内光政 内閣＞(挙国一致内閣)   

  理知的な海軍大将。ナチス嫌い。 

 1940 南京に 汪兆銘 政権成立 

 

 1940 反軍演説 (斎藤隆夫･民政党議員)  

 

 

 1940 ナチスドイツが仏･蘭を破った！ 

  →欧州情勢が変わったので日本の対応 

   も変わってきます。仏印がら空き。 

 1940 近衛文麿、 新体制運動  開始 

  …ナチス党のような強力な一国一党を 

   作る運動です(→大政翼賛会に) 

 1940 陸軍、近衛内閣を作ろうとする。 

＜ 第二次近衛 内閣＞ 

  不意に三国体制 

 

 

1940 北部仏印進駐    

   援蔣ルート遮断 が目的です！ 

 

松岡構想〔 松岡洋右 外務大臣の構想〕 

 日独伊ソ連が４か国で手を結び、アメリカが欧州･ 

 アジアに手を出せないようにする。 

1940  日独伊三国同盟  締結 

→アメリカ、くず鉄･航空用ガソリン禁輸で対抗 

 北に逃がそう  

1940  日ソ中立条約   締結 

 1946 年 3月まで日ソは戦争できない条約 

1941.6 独ソ戦 勃発 独ソ不可侵条約違反 

 

新興財閥 

 

 

  日産コンツェルン ( 鮎川
あいかわ

義
よし

介
すけ

 ) 

 →満州に進出 

  日窒コンツェルン ( 野口 遵
したがう

 ) 

 →朝鮮北部に進出 

 満兄さん(みつるあにいさん) 

  

 グッチョ･グッチ  

 

 


